
気象状況 気象情報等 市民への情報
避難所運営班の動き

（市職員）
市教委の動き 校長の動き 教職員の動き 備　　考

大雨の予測

（台風接近の数日〜１日前）

○情報収集 ○気象・河川・交通情報等の確認

○職員の翌日以降の連絡体制を確認

○臨時休業・登校時間変更等に備えた対応

〇登校時間変更について近隣学校との調整も視野

○保護者への連絡の準備

○必要に応じて学校災害対策本部の設置

大雨

（台風接近の数時間前）

○大雨警報・洪水警報が発令された段階で「監視体制」に入る．

○河川水位を注視 ○情報収集 ○情報収集

○必要に応じて校長へ情報提供

○情報収集

○状況に応じて教職員に監視体制に入った旨を

　連絡(災害対策要員等)

○状況や校区によって学校待機

○校長から連絡を受け，情報収集

○情報収集には，「川越市防災気象情報」等も活用できる．

○「災害対策要員」＝「校長より指定された職員」

警戒対策本部会議随時開催 ○避難所開設のため待機
〇校長は，川越市職員参集システム（メール）で「警戒体制」が

　決定されたことを知る．

大雨・豪雨

（台風接近）

    ○校長と協力し、避難所の

    　安全確認及び鍵の解錠

○「災害対策要員」へ参集指示

○全教職員へ情報を伝達（現状等について）
○「災害対策要員」は参集

（警戒レベル３）

高齢者等避難

　災害対策本部会議随時開催

〇全教職員へ情報を伝達（現状等について） 〇「非常体制第２配備」へ備える

大雨・豪雨 （警戒レベル４）避難指示

〇全教職員へ参集指示 ○原則，全教職員が参集 〇参集できない教職員については事前に話し合っておく

災害対策本部会議随時開催

警報の解除や台風の通過，等

避難情報の解除 ○「避難情報」とは，高齢者等避難・避難指示の各情報のこと

【避難所閉鎖に伴う活動の例】

○施設の原状回復

○備品の返却

○施設の清掃・消毒

○学校管理者の確認を受ける   等

〇学校再開のタイミングは状況による．市教委との相談，通学路の

　安全，安否の確認等を踏まえて判断していく．

川越市立学校　防災タイムライン　（ 水害 編 ）
川越市の対応

○防災気象情報［注意報・警報発令状況］，

　市内降水量（実績），雨量予測（ウェザー），

台風進路予測，その他の情報の収集

【アドバイザー】慶應義塾大学　環境情報学部　准教授　大木聖子氏

台風の接近が予想される場合，状況に応じて，

事前に市教委に避難所開設の可能性について連

絡をする．

現在の状況について防災危機管

理室と連絡をとり，必要に応じ

て校長へ連絡・指示をする．

警報級の可能性

注 意 報

警報に切り替える可能性

が高い注意報

臨時休業等に関する判断

【児童生徒が在校時に，突然の降雨・雷雨等が発生した場合】

○帰宅前・帰宅途中あるいは自宅において児童生徒が危険に

見舞われることが予測される場合は，無理に帰宅させず原則

学校へ留めおく．

○保護者に学校の対応について連絡する．

○状況によっては，児童生徒を直接保護者に学校へ引き取りに

来てもらうことも考えられる．

臨 時 休 業

大雨警報・洪水警報

警戒レベル３相当

校長は学校に常駐

「警戒体制」が発令されて以降は，校長が学校に常駐

（市の動員基準により，令和２年度から変更）

避難所開設の決定
避難所開設について
校長へ連絡・指示

避難判断水位を超えた場合

警戒レベル３
（高齢者等避難）の発令

避難所開設 避難所開設 【避難所開設・運営の在り方】

○避難所運営班が先導し，避難所開設・運営を行う．

○校長，参集した災害対策要員は，状況に応じて，

避難所運営班を支援する．
避難者受け入れ開始 避難者受け入れ開始

氾濫危険水位を超えるおそれがある場合

【避難所閉鎖判断基準】

○避難者がゼロの場合，もしくは，避難情報が解除されて

避難者がゼロになった場合

状況に応じて，避難所運営班の活動を支援する．

校長は，原状回復等の確認をする．

「監視体制」

避難判断水位を超えるおそれがある場合

「警戒体制」
警戒対策本部設置

避難所運営班 現地入り

避難所開設準備

「非常体制第１配備」
災害対策本部設置

「非常体制第１配備」を
校長へ連絡・情報提供

避難者受け入れを継続 避難者受け入れを継続

激甚な災害が発生した場合

「非常体制第２配備」

警戒レベル４（避難指示）の発令

「非常体制第２配備」を
校長へ連絡・情報提供

避難者受け入れを継続 避難者受け入れを継続

避難所運営班は市役所に参集

「監視体制」

避難所閉鎖の決定
避難所閉鎖について
校長へ連絡・指示

避難所を閉鎖 避難所を閉鎖

【避難所を開設しない学校の対応等】

○避難所を開設していない状況で，住民が避難してきた場合は，

川越市役所の代表番号へ電話し，その後の対応の指示を仰ぐ．

（川越市役所 代表番号：224－8811）

○臨機応変に対応し，場合によっては避難者を受け入れることも

考えられる．

〇学校への常駐解除については，川越市防災危機管理室から指示が

あった際に，川越市教育委員会より校長へ連絡する．

関係部署と学校で、別紙にて定める


